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　Abstract :　In order to find out the optimum spacing between the !wo vinyl film covers

fitted to the vinyl houses, the　the tests of the air temperature)　ground temperature and

light intensity within the five vinyl houses (one　single-covered vinyl house and four

double-covered ones) were conducted in January-February months; 1971, following the

tests given in Report 3. The test results are summarized as follows :

・(1). An average of the air temperatures recorded at several stations within the five diffe･

rent type vinyl houses stood at higher temperature in the following order:

　　　　　⑩´＞⑩＞⑩″＞⑥＞⑥　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　The difference between the air temperatures in the double-covered vinyl houses : c' and

⑤stood at ａ level of 1.8°Ｃ t0 3.3°Ｃin the night and at ａ level of 0.7°Ｃin the daytime,

while quite a slight difference was observed in the air temperatures among the three

double･covered vinyl houses : ⑩へR and R″.

　The temperature-fall in the single-covered vinyl house the sides of which were protected

with straw was moderate) while the temperature-fall in the double-covered vinyl house

not protected with straw mats was rapid.

　(2). As to the ground temperature; the tendency similar to that found in the air tempera-

ture was observed.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　(3). In the case of the light　intensity. the smaller in the space between the two vinyl

covers, the stronger in the light intensiy.　　　　　　　　　　　　'

　(4). Viewed from the test results givenin Reports 3　and 4， the air temperature is likely

to be raised a little more when the space
^between

the two vinyl film covers is fixed at

around 10 cm tｏ‘30cm rather than to fix it at ５ cm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　ビニールハウスの微気象について第３報では，二重間隔を５ｃｍ・ 10 cm・20 cmの二重張りの微

気象の相違を報告したが，･本報ではその間隔を５Ｃｍ・15 Cm・30 cm の二重張とー重張りについ

て調査をしたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法　　　　　　　　－

　本調査は高知大学農学部付属農場において, 1971年の１月～２月の寒冷期に，気温の水平的分布

と，地温・照度を定時・定点の測定を行なったものである。（文中の○内数字はハウス番号を示

す。）

　供試ハウス　Fig l. のように内容積を7.36�，施設面積を6.48�にした一重張りハウスを
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標準として，二重張りの間隔を15 cm にした内張り・外張りの２棟および，５ ｃｍ・30 cm に内張

りをした２棟合計５棟の南北蝉として，屋根勾配は壱，天窓をつけず,測定のために出入ロを巾

0.6 m・高さ０．６ ｍ－１。０ｍの開戸を南妻に設けた。ノヽウ,スの骨材は３Ｃｍの角材と厚さ1.5 cm・

巾７Ｃｍのヌキ材を用い，ビニール゛フィノレムは無滴透明で厚さ一〇｡075 mmを使用した。ノヽウスの周

囲は十分解放し，各ハウスの間隔を2.5 mmにして通気I･日照に支障のないようにした。(Fig. .の

数字はｍ単位）
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Fig. 1. Drawing to show vinyl house types.
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Fig. 2. Map to show the thermometric stations.

　測定方法　温度分布の測点はFig. 2のとおりで，測定器具は，12点式電子管式温度記録計と12

点式サーミスター温度計を用いた。測点は室内サイドから0.3mの内側の地上Oﾝ3mの東・西・

南・北・中央の合計５ケ所を測定した。

　地温は棒計を用いて中央部地表面下５（;�’を，照度は東芝５号照度計を用いて中央部地表面上

で測定をした。

　測定時刻は20時・６時・９時・12時・15時の５回の定時測定を行なった。

　成積の整理は測定期間中の気象条件かおおむね同じような日の成績を選び，夜間は７日間，日中

は５日間の測定の平均値をも,つて結果をまとめたもので･ある。

　TableのＣは中央部，Ｗは西，Ｅは東，Ｎは北，Ｓは南の各測点を示す。
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Table 1. Thermometric table 6 : 00 Out door air temperature ､-1. 4°.C

0.8

2.7

2.6

3.1

2.3

0.2

2.0

1.8

1.9

1.4

0｡3

2.1

2.0

2.0

1.5･

0.6

2.4

2r3

2.4

1.8

0.1

1.8

1.4

1.4

1.1

0.4

2.2

2.0

2.1

1.6

Table 2. Thermometric table 20 : 00 Out door air temperature ＴＩ.0?Ｃ

1.9

4.9

4.5

5.0

4.3

0.8

4.1

3.6

4.0

2.7

1.1

4.4

3.8

4.3

3.3

1.4

4.6

4.3

4.5

3.8

0.4

3.9

3.5

4.0

2.3

1.1

4.4

3.9

4.3

3.3

Table 3　　Thermometric table 9 : 00 Out door air temprature 3.5°Ｃ

9. r

11.5

11.0

11.3

10.6

12.0

15.･0

14.5

14.8

14.0
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⑥
＠
⑩
⑩
⑥

C

-

6.0

8.5

8.7

8.5

8.0

W

-

4.7

7.5

7.4

7.8

6.5

･Ｅ

-

5.2

7.9･

7.9

8.0

6.9

N

-

5.6

8.1

8.0

8.4

7.1

S

-

4.1

7.1

7.0

7.4

6.0

The mean
temperature

5.1

7.8

7.8

8.0

6.9

temperature
　　　　　　　　°'C

　　　　　7.0

　　　　11.1

　　　　11.0

　　　　11.8

　　　　10.2

Table 4. Thermometric table 12 : 00 Out door air temperature 4. 9°Ｃ

Statio

０
　
ｃ
　
Ｒ
⑩
⑤

Ｃ

13.0

18.5

18.0

18.2

16.8

　Ｗ

-
11.7

15.8

16.7

17.2

15.8

　Ｅ

-

11.9

16.3

16.9

17.4

15.6

N

-

12.4

18.1

17.4

17.7

16.1

　S

-

10.6

15.1

16.1

16.4

15.0

The mean
temperature

　　　　12.0

　　　　16.8

　　　　17.0

　　　　17.4

　　　　16.0

Ground

temperature
　　　　　　　　°Ｃ

9.3

1し6

13.5

13.9

11.8

Table 5. Thermometric table 15 : 00 Out door air temperature 6. 4°Ｃ

Ｓ

⑨
⑩
⑩
⑩
⑤

Ｃ

14.5

19.3

19.6

19.6

18.8

Ｗ

12.8

18.5

18.3

18.5

17.7

　Ｅ

-

12.6

17.5

17.5

18.1

17.0

N

-

13.1

18.7

19.2

19.0

18.3

Ｓ

11.3

17.0

17.0

17.7

16.3

The
mean

temperature

-
　　12.9

　　18.2

　　18.3

　　18.6

　　17.6

Ｃ

Ground
temperature

一
　11.5

　15.3
15.5

15.8

14. 5

Ｃ。
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実験結果およIび考察

　　かウス内各測点の総平均気温を比較すると, Table l－5のとおりで，これをみると，全測定時

　において⑩'＞⑩＞⑩″＞⑤＞⑥と差があらわれた。⑩´＞⑨の差は20時に3.3°Ｃ・6時に1.8°Ｃ，

　日中の平均で4.3°ｃと差がはっきりしている。⑩'＞⑤の差は20時に1.ＰＣ・6時に0.6°Ｃとなっ

　て日中の平均で0.7°Ｃと若千差が小さくなっている。⑩'｀･⑩・⑩″の差はわずかでこれら3,棟の

　平均と⑤を比較すると，20時に0.9°Ｃ ・ 6 時に0.5°Ｃ,となっている。このように二重張りの間隔の

　小さい⑤がほかの３棟のハウスより低温2)であることは;地表面からニ重を通過して室外へ放熱す

　るとき間隔か小さいと外気の温度降下の影響を受け易く，外側のビニール表面からの大気中への放

　熱が大きくなるためである‘と考えられる。

　　地温も全測定時において⑩'・⑩・⑩″の差は小さく，この３棟のハウスは⑤より0.7°Ｃ－0.9°Ｃ

゛高く⑥より3.0°Ｃ高くなって室内気温の測定と同じ傾向3-5)　がみられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 6.　Light intensity table　(Kfux)

Time for

9:

-
12 :

-
15 :

00

－

00

－

00

⑥

25.5

26.00

24.5

(ｙ

22.3

23.0

21.5

⑩″

21.9

22.5

21.5

⑩

20.5

21.0

23.3

⑤

23.8

24.0

22.3

Out door
light intensity

29.5

30.5

29.0

　照度についてみるとTable 6のとおりで，二重間隔が広いほど照度が小さく'>, 12時の測定で

は室外か30 5 Klux で，⑩は21.0 Klux ・一重の⑨は26.0 Klux となっている。すなわち間隔

が広くなるほど光線の屈折か大きくなり，照度が小さくなったものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　Table 7. Thermometric table

　つぎにコモカケが，一重・二重の･ノヽウスとどのように差異があるかについて調査をした。その結

果はTable 7 のとおりで，コモかけをした⑨とコモかけをしないほかのハウスとの室温を比較す

ると，コモかけをしない20時では⑤＞⑥となってその差ば1.7°Ｃで，⑩＞⑨は2.4°Ｃと差がいく

ぶん大きくなっている。　コモかけをした21時では⑤＜⑥は, 0.4°Ｃ・ ⑩＞⑨は1.1°Ｃと差か小さ

い。そしてコ缶かけをしない前夜と，前夜にコモかけをして翌朝をむかえた⑥とほかのハウスを比

較すると⑨は3.7°Ｃ下っているが，ほかのハウスはこれより少し大きくて，⑩勺ま4.2°Ｃ ・ ⑩″・⑩

は4.4°Ｃ・⑤は4.6°Ｃ下っている。また20時30分のコモかけをしない時から，21時30分のコモかけ
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した⑨は温度の降下かないのにほかのノヽウスは0.9°C―1.3°Ｃになっており一重ノヽウスであっても

四周のサイドにコモかけをすることによって短時間でも保温効果が大きくあらわれた。しかし21時

のコモかけ時と翌朝の６時の室温の降下をみると，⑥は3.7°Ｃ下っているの･にほかのコモかけな

しの二重張りハウスは3.0°C―3.5°Ｃ下って温度降下がいくぶん小さい。すなわち一重張りにサイ

ドコモかけをするよりは二重張りのハウスの方がいくぶん保温効果が高いようである。

　以上本実験結果から室温，地温，照度について，⑩゛⑩・⑩″のそれぞれの間の差はわずかであ

るが，これら三棟のハウスと⑤の差はいくぶん大きくなっている。すなわち前報の実験結果と併せ

て考えられることは，二重張りの間隔を５ｃｍにするよりは，ハウスの小屋組を考えて10 cm―30

cm7’くらいに張ることが保温効果をいくぶん,高くするように考えられる。，また一重張りにしてサ。

イドにコモかけをするよりは，二重張りにする方が保温効果を高めることがみとめられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　ビニールハウスの二重張りの間隔はどれくらいがよいかその指標を得るために，第３報についで

1971年の１～２月|と一重張りと，二重張りの間隔を異にした４棟のハウス内の気温，地温，照度を

測定した。

　1）ハウス内の各測点の総平均気温は⑩´＞⑩＞⑩″＞⑤＞⑥と差がみられた。⑩’＜⑤の差は夜

間1.8°Ｃ～3.3°Ｃ，昼間O/7°Ｃで⑩’＞⑩＞⑩″の差はわずかである。

　夜間サ千ドにコモをかけた一重ハウスの温度降下はゆるやかで，コモをかけない二重張りハウス

　　　　　　　　ま　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　1の温度降下は急速である。　　　　，

　2）地温は気温と同じ傾向がみられた。

　3）照度は二重間隔の狭いほど高い。

　4）以上第３報，第４報の結果から，ノヽウス内の気温を高くする二重間隔は, 5 cm　くらいにす

るよりは10 Cm～30 cm　くらいか少し高いようである。
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